
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

つながり・支えあおう 

地域福祉のすゝめ 

■日 時：令和８年１０月２７日（火） 

     13 時 30 分～16 時 00 分（開場 13 時 00 分） 

 

■会 場：中区役所ホール 
 
 
 

主催：名古屋市・社会福祉法人名古屋市社会福祉協議会 
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※本事業は、地域福祉推進協議会研修を兼ねて開催しております。 

 

 

 

 

プログラム 

 
13︓30 開会あいさつ 
 
13︓40 【基調講演】 
    「多様なつながりが⽣む孤独・孤⽴防⽌への取り組み」 

講師︓⾦城学院大学 デザイン工学部 情報デザイン学科 
准教授 橋川 健祐氏 

 
14︓40 【実践報告】 
 

報告団体 
      ⻄区大野木学区地域福祉推進協議会 
      緑区緑学区地域福祉推進協議会 
      守山区⻄部いきいき⽀援センター 
 
     コーディネーター 

 ⾦城学院大学 デザイン工学部 情報デザイン学科 
准教授 橋川 健祐氏 

 
 
15︓55 【事務説明】 
 
 
16︓00 閉会 

プログラム



-3-

 

 

 

   

 

博士（社会福祉学）・社会福祉士。 

研究テーマは、過疎地域再生、地域循環型福祉経済、コミュニティワーク、資源開発 

など。 

現在、第 5次東区地域福祉活動計画策定委員、長久手市障がい者自立支援協議会「就労

支援モデル開発プロジェクト」アドバイザー、愛知県社会福祉協議会「CSW の諸課題に関

する検討会議委員」などを務めている。 
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基調講演

自己紹介
＜＜略略 歴歴＞＞ 2007年 社会福祉法人三重県社会福祉協議会

2012年 関西学院大学人間福祉学部実習助手（2016〜助教）

2018年 金城学院大学人間科学部コミュニティ福祉学科

2026年 金城学院大学デザイン工学部情報デザイン学科

＜＜専専 門門＞＞ 過疎地域再生、地域循環型福祉経済、地域福祉、コミュニティワーク、資源開発

＜＜資資格格等等＞＞ 社会福祉士、博士（社会福祉学）

＜＜社社会会活活動動＞＞  

神戸市市民福祉調査委員会小委員会委員、大阪府社会福祉審議会専門委員、伊丹市福祉対策
審議会地域福祉部会委員、など自治体や社協の委員を歴任。

現在は、郡上市行政改革推進審議会委員、名古屋市東区社会福祉協議会評議員、名古屋市
東区地域福祉活動計画策定委員、きょうと農福連携センター付アドバイザー、社会福祉法人
ひかり福祉会評議員、長久手市社会福祉協議会評議員、長久手市障がい者自立支援協議会
「就労支援モデル開発プロジェクト」アドバイザー、金城学院大学生活協同組合理事 など

＜＜著著書書＞＞

・「コミュニティとの関係からうまれるしごとづくり」牧里毎治監修、川村暁雄、川本健太郎、
柴田学、武田丈編『これからの社会的企業に求められるものは何か』ミネルヴァ書房、2015年

・「地域循環型福祉経済の中の「地域住民」――地域福祉の政策化の議論に重ねて」伊藤葉子、
川村岳人、中田雅美、橋川健祐、三好禎之編『新しい地域福祉の「かたち」をつくる - 「福祉
コミュニティ」概念に 基づく政策・実践の統合』ミネルヴァ書房、2024年10月など

2

多多様様ななつつななががりりがが生生むむ

孤孤独独・・孤孤立立防防止止へへのの取取りり組組みみ

2026年10月27日（火）中区役所ホール

金城学院大学 デザイン工学部 情報デザイン学科

橋川 健祐

【つながり・支えあおう 地域福祉のすゝめ】
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基調講演

今今日日おお伝伝ええししたたいいこことと

「「（（単単にに））つつななががりりをを増増ややししままししょょうう」」

どどんんななつつななががりりをを、、どどううつつくくるるかか○

×

つつななががりりはは、、

多多けけれればばいいいいののかか？？
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基調講演

変変遷遷すするる家家族族のの形形

ササザザエエささんん一一家家
三世代がひとつ屋根の下

1970年（昭和45年）

33..4455人人

ククレレヨヨンンししんんちちゃゃんん一一家家
親と子だけの核家族

1995年（平成7年）

22..8855人人

？？
ひとりで暮らす

2025年（令和7年）

22..1155人人

＊下段の数字は、１世帯あたりの人数

出典：総務省「令和7年国勢調査人口速報集計結果

11 いいまま、、地地域域でで起起ききてていいるるこことと

数字でみる孤独・孤立



-7-

基調講演

1199,,118888人人
令和7年の自殺者数

1978年の統計開始以降、
初めて２万人を下回り、過去最少

553388人人
そのうち、小中高生

過去最多

全全体体はは、、減減っってていいるる。。そそれれででもも、、子子どどももはは過過去去最最多多。。

約約114466万万人人 15〜64歳で、ひきこもり状態にある人

出典：厚生労働省自殺対策推進室・警察庁生活安全局生活安全企画課「令和7年中における自殺の状況」（令和8年3月27日公表）
内閣府「こども・若者の意識と生活に関する調査」（2022年11月調べ）

数数字字でで見見ててみみるるとと

65歳以上の方がいる世帯に占める割合

三世代世帯 5500..11％％ → 77..00％％ 1980年 → 2023年

ひとり暮らし世帯 1100..77％％ → 3311..77％％ 同 上

人人口口はは330000万万人人減減っったたののにに、、世世帯帯のの数数はは112299万万世世帯帯 増増ええたた

2020年 → 2025年。人が減っているのに、暮らしの単位はばらけて増えている。

出典：内閣府「令和7年版高齢社会白書」（厚生労働省「国民生活基礎調査」による）／総務省「令和7年国勢調査人口速報集計結果」
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基調講演

２２ 地地域域福福祉祉のの取取りり組組みみはは？？

これまでのやり方だけでは足りない？

背背景景〜〜薄薄れれるる３３つつのの縁縁〜〜

過疎化や高齢化
地域組織の衰退

▼

地地縁縁
地域との
つながり

地域の互助組織や
支えあい

少子高齢化
単身世帯の増加

▼

血血縁縁
親族・家族
とのつながり

家族や親族などに
よる援助

働き方の多様化
ワーキングプアの増加
企業福祉の縮小

▼

職職縁縁
会社との
つながり

雇用の保障や
手厚い福利厚生

これまで、暮らしを支えてきたもの

誰誰ももがが、、孤孤独独・・孤孤立立のの状状態態にに陥陥りりややすすいい

出典：内閣府孤独・孤立対策推進室「孤独・孤立対策重点計画の策定に向けて」（令和6年4月19日孤独・孤立対策推進本部資料3）をもとに作成
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基調講演

もしもある人の援助希求能力が乏しいとするならば、そこにはそう

なるだけの理由がある。その人は、内心、助けを求める気持ちがあ

りつつも、それによって偏偏見見とと恥恥辱辱的的なな扱扱いいにに曝曝さされれ、、ココミミュュニニ

テティィかからら排排除除さされれ孤孤立立すするるののをを恐恐れれててははいいなないいだだろろううかか。あるいは、
成育歴上の逆境的体験のせいで、「世界は危険と悪意に満ちてい

る」「自分には助けてもらうほどの価値はない」「楽になったり

幸せになったりしてはいけない」と思い込んではいないだろうか。

だとすれば、彼らは援助を求めない。こちらから手を差し伸べても、

拒絶されるのは当然だ。それどころか、みずから助けを求めておき
ながら、突然、翻意して背を向けることさえあるだろう。 

そそももそそもも、、誰誰かかにに助助けけをを求求めめるるとといいうう行行為為はは無無防防備備かかつつ危危険険でであありり、、

時時にに屈屈辱辱的的だだ。・・・（略）・・・」（松本2019:1-2）

「「助助けけてて」」がが言言ええなないい人人たたちちががいいるる

ここれれままででのの地地域域福福祉祉のの取取りり組組みみ

ひとつの流れではなく、三つの働きかけで支えてきた

気気づづくく・・発発見見すするる

▼

見見守守りり

異変に最初に気づくのは、

専門職ではなく、

隣に住んでいる人

受受けけ止止めめるる・・
専専門門支支援援ににつつななぐぐ

▼

身身近近なな相相談談窓窓口口

話を受け止め、

必要な専門の支援へ

つなぐ

つつななががるる・・
居居場場所所ををつつくくるる

▼

ササロロンン

行けば誰かがいる、

という場所を

つくっておく

この三つは、まちがっていない。

たただだ、、どどれれもも「「すすででにに出出会会ええてていいるるこことと」」がが前前提提ににななっってていいるる。。
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基調講演

「「ひひととりりだだかからら、、ささみみししいい」」だだけけででももなないい
「望まない孤独」という考え方

望望んんでで、、ひひととりりででいいるる

自分で選んだ静けさ。

→問題ではない。

望望ままなないい孤孤独独

頼りたいのに、頼れない。

話したいのに、話せない。

孤孤独独はは、、ままわわりりにに人人ががいいるるかかどどううかかととはは関関係係ななくく起起ここるる

孤独感が「しばしばある・常にある」と答えた人の割合 （全体は 4.8％）

会社に勤めている人

55..44%%
学生・生徒

66..44%%
20 代

77..11%%
70 代

22..77%%
出典：孤独・孤立対策推進本部「孤独・孤立対策に関する施策の推進を図るための重点計画」（令和6年6月11日、令和7年5月27日一部改定）／

内閣官房「孤独・孤立の実態把握に関する全国調査（令和5年）」（人々のつながりに関する基礎調査、令和6年3月29日公表）

「アウトリーチによって期待される『早早期期発発見見、、早早期期対対応応』』という

言葉は学校や社会の側に立った言葉であり、関係者による家庭訪問へ

の拒否的反応が多いことでもわかるように、『発見されたくない』と

おもっている当事者は少なくありません。そういう人たちにとって、

ここのの言言葉葉はは恐恐怖怖ででししかかあありりまませせんん」（丸山2020:104）

「「早早期期発発見見」」はは、、誰誰のの言言葉葉かか

届届かかなないいののはは、、熱熱意意がが足足りりなないいかかららででははなないい。。
見守り・相談・サロン。どれも大切な働きです。それでも届かない人がいる。
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基調講演

「「かかかかわわりりししろろ」」をを残残すす

長野県上田市「やどかりハウス」の食事会で

99::0000
集集合合

手手伝伝いいたたいい人人
1111::0000
集集合合

食食べべたたいい人人

すするるとと、、９９時時にに来来るる人人ののほほううがが、、多多いい

「「助助けけらられれるるだだけけのの人人」」ににはは、、ななりりたたくくなないい
支える側・支えられる側を、こちらで決めてしまわない。
関わる「余地」＝「かかわりしろ」を、残しておく。

（出典）長野県上田市 NPO法人場作りネット／「やどかりハウス」（ゲストハウス犀の角との協働） 元島 生 副理事長の報告より
孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 令和6年度 第2回シンポジウム

３３ 興味深い取り組み

一見同じだけどなにが違う？
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基調講演

（合同）AYAKA ASSOCIATION　まちの台所「風と虹」／飲食業

関根さん・田中さん

新しいことにチャレンジするときには、毎回嫌じゃないか
聞いてくれて、安心して働くことができ、人とよく話せるよ
うになりました。バイトの面接が苦手だったので、事前に
自分のことを知っている場所で働くことができたこともよ
かったです。バイトへのハードルも下がりました。

本人のペースに合わせて、
話をし、お互いの理解を深
めていきました。話をする
中で、仕事の量や内容も
工夫していきました。

彼が、デザート作りが得意である
ことを知り、お店でシュークリー
ムを作るイベントを実施しまし
た。普段は１人で作っているけ
ど、多くの人と一緒につくる楽し
さを体感してもらえました。

働いた Kさんより心がけたこと

（一社）長久手アグサポ倶楽部／農業

成瀬さん

体を動かす仕事は自分に合っているようで、農業をもっと
やってみたいという気持ちになり、自宅でも、プランターで
野菜づくりに挑戦しています。一緒に働く人が「恐くないか
ら大丈夫」と思えるようになってからは楽しめました。ステッ
プアップに向け、この体験はとても効果的だと思います。

体調面で無理しないようにすることと、
作業がうまくできなくても気にすること
がないように、少しずつ、ゆっくりと進め
ました。次に向けた一歩になれればい
いな、という気持ちで接しました。

Tさんが作業途中にス
マートフォンで田園風景
の写真を撮っていたの
が印象的でした。働く場
所として新鮮だったのだ
ろうと思います。

働いた Tさんより心がけたこと

（株）トビラmemene bal loon／バルーン制作

長崎さん

はじめは1週間に1時間でも体力的に厳しいと思いました
が、実際は短く感じ、もう少し長く働くことができるかもと
感じました。まずは働いてみて、その先の働き方を考え、
選択できることがよいと思います。市役所の方などのフォ
ローもあり安心して働くことができました。

はじめは、とても緊張した
様子でしたが、雑談をする
ことで徐々にほぐれていき
ました。とても真面目で、仕
事もどんどん覚えてくださ
いました。

とても手先が器用な方でした。
バルーン制作もどんどんコツを
つかみ、プレゼント用のバルー
ンのデザインを一緒に考え、サン
プルづくりから制作まで取り組ん
でいただきました。

働いた Nさんより心がけたこと

３名と事 業 者のみなさんは、 今でも関わりが 続いています！

人とよく話せるようになり次のチャレンジへ！

自分に合った仕事に出会えました

もっと働けるかも、と自信につながりました

「一歩」のきっかけを
支えたみなさん

「一歩」を踏み出した
みなさん

働きづらさを 抱える人 が 、身 近な 場 所 で 短 時 間 、短 期 間 から働 い
てみることを通して社 会 参 加のきっかけをつくることを目的とした 就
労 支 援モデル 開 発プロジェクトを 立ち上げ、令 和６年 度に3 名 が 市

内 の 協 力 事 業 者 で 働き、一 歩を 踏 み 出しました 。将 来 的 には 、事
業 者と行 政と協 働による就 労 支 援プラットフォームをつくり、働きづ
らさを抱える人 が 多 様に働ける社 会に向けて取 組を進めます。

（出典）内閣府「第６回 孤独・孤立対策の在り方に関する有識者会議」令和８年３月５日(木) 長久手市資料より

（出典）内閣府「第６回 孤独・孤立対策の在り方に関する有識者会議」令和８年３月５日(木) 長久手市資料より

長長久久手手市市のの新新ししいい取取りり組組みみ
〜〜一一歩歩をを踏踏みみ出出すす機機会会をを地地域域のの事事業業者者のの皆皆様様とと一一緒緒にに創創っってていいくく〜〜
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基調講演

東区の第５次地域福祉活動計画では

（出典）第５次東区地域福祉活動計画より

19（出典）ひきこもり白書2021,p57より

59.8%

地地域域社社会会やや働働くく環環境境をを変変ええてていいくくここととがが必必要要
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基調講演

「「ああななたた」」とと呼呼ぶぶかか、、「「そそれれ」」とと呼呼ぶぶかか
マルティン・ブーバー『我と汝』（1923年）の考え方から

わわれれ－－そそれれ
相手を、分類し、把握し、

取り扱う関係。

制度も支援も、

これなしには動きません。

わわれれ－－ななんんじじ
相手を、かけがえのない

一人として、向かい合う関係。

数えることのできない

関係です。

どどちちららかかをを選選ぶぶ、、とといいうう話話ででははあありりまませせんん

ブーバー自身、あらゆる「なんじ」は、いつか「それ」になると述べている。

ずっと向かい合い続けることはできない。それでも、時おり出会い直せるかどうか。

４４ 押さえておきたい視点

これまでと少しやり方を変えてみる



-15-

基調講演

「「同同じじ人人ととばばかかりり」」もも、、孤孤立立ののかかたたちち
２種類の「つながり」

結結束束型型
・・・似た人どうしのつながり

安心できる。強い。あたたかい。

地域を支えてきた力です。

橋橋渡渡しし型型
・・・違う人とのつながり

世代・立場・仕事の違う人と

つながる。世界が広がります。

つつななががりりがが濃濃くくななるるほほどど、、世世界界はは狭狭くくななるるここととががああるる

どちらも必要です。いま足りなくなっているのは、右のほう？

本本日日のの題題ににああるる「「多多様様ななつつななががりり」」ををつつくくっってていいくくここととがが大大事事

※ 結束型／橋渡し型の区別は、ロバート・パットナム『孤独なボウリング』（2000年）より

「「みみんんなな同同じじ」」ににななるるここととででははなないい
ハンナ・アーレント『人間の条件』（1958年）の「複数性」から

人人はは、、平平等等ででああるる。。けけれれどど、、同同一一ででははなないい。。

だとすれば、目指すべき地域は──

×× 住民がみな、同じ考えを持っている地域

○○ 考えの違う人、暮らし方の違う人、地域活動に出てこない人、

行政に批判的な人がいたまま、それでも同じ地域の一員として認められている

「「地地域域共共生生社社会会」」はは、、みみんんなながが同同じじににななるる社社会会ででははなないい



-16-

基調講演

「「専専門門性性」」だだけけででははななくく、、「「関関係係性性」」をを

専専門門性性

関関係係性性

専専門門性性
医療・福祉の専門職、施設、社協、行政

関関係係性性
地域住民、ボランティア、企業、商店

橋橋渡渡しし型型ののつつななががりりはは、、
「「関関係係性性」」のの側側かかららししかか
生生ままれれなないい。。

専門職だけでは、地域は変わらない。
だからこそ、みなさん（当事者の方も）の出番がある。

居居心心地地ががいいいい。。ででもも、、違違うう人人ががいいなないい
「エコーチェンバー」と呼ばれる現象

気になるものを見る
▼

似たものが出てくる
▼

似た人とつながる
▼

違う意見が見えなくなる
▼

「「みみんんなな、、そそうう思思っってていいるる」」

つつななががりりはは、、強強いい。。ででもも、、世世界界はは、、狭狭いい。。

同同じじここととはは、、ササロロンンななどどででもも起起ここりりううるる？？
いつも同じ顔ぶれで、同じ話をして、うなずき合う。心地よい。でも、そこに違う人はいない。
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基調講演

土土のの中中でで起起ききてていいるるこことと
現在行っている「自然栽培」の取り組みから

菌菌 →→ 植植物物へへ
水分と養分をとどける

植植物物 →→ 菌菌へへ
光合成でつくった糖をわたす

違違うう生生ききももののだだかからら、、支支ええ合合ええるる
＊右図：https://www.akita-pu.ac.jp/oshirase/oshirase2007/505 より

５５ ままととめめ

自然に学ぶ ―― 違うまま、支えあう
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基調講演

重重ななりり合合わわせせるる３３つつのの縁縁
細くなった縁を、元に戻すことは難しい。

職職縁縁

地地縁縁 血血縁縁

でも、

重ね直すことはできる。

重なったところに、

「かかわりしろ」が

生まれる。

ひひととつつのの縁縁がが切切れれててもも、、他他のの縁縁がが残残っってていいれればば、、
そそのの人人はは地地域域かからら孤孤立立ししなないい

共共生生ととはは、、同同じじににななるるここととででははななくく

違違ううまままま、、支支ええああううこことと
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基調講演

持持ちち帰帰っってていいたただだききたたいい、、３３つつのの問問いい
〜ご自身の地域や取り組みのことを思い浮かべながら〜

11 どどここにに、、「「違違うう人人」」がが入入っっててくくるる隙隙間間ががああるるだだろろうう
世代・立場・仕事の違う人が、混ざれる場面はどこか

22 どどここにに、、「「来来ななくくててももいいいい」」余余白白ががああるるだだろろうう
参加しない人が、責められずにいられるか

33 どどここにに、、「「かかかかわわりりししろろ」」ががああるるだだろろうう
手伝う側としても入れる余地が、残されているか

どれも、今日すぐに答えの出る問いではありません

今今日日、、おお伝伝ええししたたかかっったたこことと

11 つつななががりりはは、、多多ささよよりりもも「「多多様様ささ」」

22
共共生生ととはは、、同同じじににななるるここととででははななくく、、違違ううまままま
支支ええああううこことと

33
支支ええるる側側・・支支ええらられれるる側側をを、、ここちちららでで決決めめてて
ししままわわなないい

「「あありりががととうう」」はは、、言言ううよよりりもも、、言言わわれれたたいい
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基調講演

• 一般社団法人ひきこもりUX会議（2021）『ひきこもり白書
2021』.

• 丸山康彦（2020）「体験的不登校・ひきこもり論の現在地」林恭
子・斎藤環編『いまこそ語ろう、それぞれのひきこもり』日本評
論社,100-106.

• 松本俊彦（2019）「 「助けて」が言えない SOSを出さない人に
支援者は何ができるか」日本評論社.

• マルティン・ブーバー著、野口啓祐訳（2021）『我と汝』講談社.

• ハンナ・アーレント著、志水速雄訳（1994）『人間の条件』筑摩
書房.

• ロバート・D. パットナム著、柴内康文訳（2006）『孤独なボウ
リング』柏書房.

＜参考・引用文献＞
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実践報告1 西区大野木学区地域福祉推進協議会
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実践報告1 西区大野木学区地域福祉推進協議会

子ども食堂運営スタッフ

偶然の出会い
人とのつながり
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実践報告1 西区大野木学区地域福祉推進協議会

昨昨年年ままでで 現現在在

地域の企業

マルハンさん

地域を盛り上げるために
活動しているNPO法人
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実践報告1 西区大野木学区地域福祉推進協議会

課題 今後の展望

利用者→子ども食堂

利用者→学区
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実践報告1 西区大野木学区地域福祉推進協議会

依頼者 コーディネーター

ココミミュュニニテティィ
セセンンタターーでで依依頼頼
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実践報告1 西区大野木学区地域福祉推進協議会

課題 今後の展望
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実践報告1 西区大野木学区地域福祉推進協議会
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実践報告1 西区大野木学区地域福祉推進協議会
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実践報告2 緑区緑学区地域福祉推進協議会

発表内容
・緑学区の紹介

・ふれあい・いきいきサロン「みんなの広場」を始めたきっかけ

・サロンの実施状況

・困りごと相談（地域支えあい事業）

・サロン活動から地域へのつながり

・サロン活動の効果・地域における役割

・今後の課題・検討事項

サロン活動を通じた地域の多様な
つながり作りについて

緑学区地域福祉推進協議会 会⾧ 伊藤 哲男
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実践報告2 緑区緑学区地域福祉推進協議会

緑学区の組織図

緑緑学学区区福福祉祉推推進進協協議議会会（15町内会）
みどり中央（第1A）

緑緑学学区区福福祉祉ボボラランンテティィアア老人クラブ区政協力委員会みどり第一（第1B）
・子育てひろば（みどりなごやか緑）前之輪（第2）
・高齢者ふれあい給食会保健環境委員会みどり第三（第3A）
・・みみんんななのの広広場場タウン石堀山（第3B）
・子ども食堂『フレンドリー』民生児童委員協議会みどり第四（第4）
・地域支えあい事業子ども会みどり三山（第5A）

（みどり子ども会）
みんなの青山（第
5B）
みどり青山（第6）
みどりSAT（第7）

スポーツ推進委員京町西

保護司会京町東

消防団諏訪山

緑小PTA千鳥ヶ丘

緑コミセン運営委員会汐田連合

緑学区の紹介

緑区

・人口 7,308人 (R8.4.1)

・高齢者 1,798人
・高齢化率 24.6%
・一人暮らし高齢者 244人
・高齢者のみ世帯 92世帯

鳴海八幡宮を囲む旧集落の前之輪、

区画整理で整備された高台の新興住宅
地の青山、

国道1号沿いの住工混在の地域、
産業道路西側の工場の多い汐田など
多様な地域

最近は分譲住宅が増加

学区内にスーパーがなく、買い物が不便
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実践報告2 緑区緑学区地域福祉推進協議会

緑学区福祉推進協議会の取組み（令和 8年度）
備考開催場所開催時期開催頻度実施主体名 称

緑コミセン第 2（金）毎月1回推進協（緑学区福祉ボランティア）子育てひろば

緑コミセン第 3（木）毎月1回推進協（緑学区福祉ボランティア）高齢者ふれあい給食会

新規緑コミセン第 4（日）毎月1回推進協（緑学区福祉ボランティア）子ども食堂『フレンドリー』

緑コミセン第2(木)第4（日）毎月2回推進協（緑学区福祉ボランティア）みんなの広場（共生型サロン）

緑コミセン2月ごろ年1回推進協 （講師: 南部いきいき支援センター）認知症サポーター養成講座

共催緑コミセン9月17日（木）年1回保健環境委員会＋推進協フレイル予防講演会

共催緑コミセン１１月7・8日(土日)1年おき緑学区連絡協議会・推進協・コミセン運営委員会緑コミセン祭

緑小学校12月13日（日）年1回推進協（協力：緑学区連絡協議会）もちつき大会

緑小学校2月ごろ年1回推進協（協力：緑学区連絡協議会）やきいも大会

緑コミセン
困りごと相談

毎週（木）（日）
通年推進協（緑学区福祉ボランティア）地域支えあい事業

緑コミセン
① 6/18(木)
②10/15(木）
③ 2月ごろ

年3回ご近所ボラ＋区政、民生、保健環境、緑区社協、南
部いきいき支援センター等

（緑学区地域支えあい活動連絡会議）

緑コミセン年3回推進協＋新聞販売店、南医療生協、区役所福祉課、
緑区社協、南部いきいき支援センター、緑小 等

緑学区地域支援ネットワーク運営協議会
（ふれあいネットワーク活動）

緑学区福祉推進協議会の取組み（12年間）
R8R7R6R5R4R3R2R1H30H29H28H27開催頻度名 称

○○〇〇△〇△〇〇〇〇〇毎月1回子育てひろば

○○〇
〇△△✕〇〇〇〇

〇
〃

高齢者ふれあい給食会
〇△△✕〇〇〇〇〃

○○〇〃子ども食堂『フレンドリー』

○○〇〇毎月2回みんなの広場（共生型サロン）

〇△△〇毎月1回囲碁将棋広場

〇△△〇〇〇〇〃友愛サロン（主催:老人クラブ）

✕✕〇〇〇〇〇〃児童と高齢者のふれあいのつどい

○○〇〇〇✕〇〇〇〇年1回認知症サポーター養成講座

○○〇〇〇✕〇〇〇〇〇〇年1回健康講演会等（保健環境委員会）

○〇〇△〇〇1年おき緑コミセン祭

○○〇〇〇✕✕〇〇年1回もちつき大会

○○〇〇〇年1回やきいも大会

○○〇
9月から

○通年地域支えあい事業

○○

〇〇年3回（緑学区地域支えあい活動連絡会議）

〇〇〇〇〇〇〇
ふれあい
連絡会議

年3回緑学区地域支援ネットワーク運営協議会
（ふれあいネットワーク活動）
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実践報告2 緑区緑学区地域福祉推進協議会

チラシ
（下部）

チラシ
（上部）
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実践報告2 緑区緑学区地域福祉推進協議会

みどりだより 第５４号
令和６年７月

みみんんななのの広広場場

昨年４月から始めた共生型のいきいきサロン、月２回開

催。ボッチャや将棋を楽しんでいます。ボッチャはボールを

投げ合うゲームですが、ルールも簡単で誰でもすぐに出来

ますよ。ボールを投げるたびに歓声が上がります。

一度、覗いてみて下さい。

みんなの広場 開催状況
困りごと
相談

健康チェックスマホ相談健康麻雀
囲碁・将棋・
トランプ・オセロ

演奏・歌ボッチャおしゃべり内65～参加者年度/月

〇〇○〇〇409497合計5年度
23回 17.821.6平均

〇12月から〇〇○〇〇384457合計6年度
23回 16.719.7平均

〇〇〇〇〇440531合計
7年度
23回 3月から

第4(日)○
1月から
第4(日)○19.123.1平均

〇〇〇○〇〇2426９(木)
８年4月

〇○○〇〇〇〇192726(日)

○○○○○○202214(木)
5月

〇○〇〇〇〇〇172524(日)

〇〇〇〇〇〇232611(木)
6月

〇○〇〇○〇〇192628(日)

〇〇〇〇〇〇24279(木)
7月

〇○○〇〇〇〇〇223226(日)

8月
○○○○○○212523(日)
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実践報告2 緑区緑学区地域福祉推進協議会

麻雀
オセロ
将棋

困りごと ボッチャ

困りごと相談窓口

sumaho              スマホ相談会
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実践報告2 緑区緑学区地域福祉推進協議会

サロン活動から地域へのつながり
•参加者が楽しいと口コミで広がる。

•参加者が仲良くなると老人クラブやふれあい給食会
参加者も増える。

•サロンスタッフ自身やスタッフの運営経験が学区全
体のふれあいイベントなどでも活かされる。

困りごと相談
（地域支えあい事業）

緑緑学学区区地地域域支支ええああいい事事業業開開始始後後のの生生活活支支援援状状況況 ((令令和和55年年99月月～～88年年33月月)) 8.4.12

その他支援話し相手家具移動清掃小修繕草取・伐採外出支援ゴミ出し実施件数(ﾎﾞﾗ)相談件数月

5年度
313131111033(53)339～3月

6年度
3244301154(97)504～3月

7年度
235(6)64月
2125(7)65月
1124(17)46月

213(4)37月
2428(10)68月

145(10)49月
156(7)410月
3121613(34)1011月
325(7)412月
111113(16)71月

3115(5)52月

112(2)23月

28136330374(125)617年度累計

5年度～累計 144 161(275) 24 1     71 10 11 8 2 34
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実践報告2 緑区緑学区地域福祉推進協議会

今後の課題・検討事項
•推進協の活動を支える福祉ボラの募集・確保

•住みよく元気なまち・仲良く助け合えるまち目指して、
学区内の諸団体の連携強化

ご清聴ありがとうございました。

サロン活動の効果・地域における役割
•地域での世代を超えたふれあい・仲間づくり

•高齢者の介護予防・認知症予防

•高齢者の見守りの場

•高齢者が生き生きと元気に
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実践報告3 守山区西部いきいき支援センター

■■いいききいいきき支支援援セセンンタターー

■■守守山山区区西西部部いいききいいきき支支援援セセンンタターー

孤孤独独・・孤孤立立防防止止ににつつななががるる支支援援
～ネットワーク構築のための地域ケア会議の取り組み～

守山区西部いきいき支援センター

守山区マスコットキャラクター モリスちゃん

社会福祉士 中﨑未来子
社会福祉士 伊藤友美
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実践報告3 守山区西部いきいき支援センター

■■守守山山区区西西部部圏圏域域

【担当小学校区】
●瀬古区 ●二城学区 ●鳥羽見学区 ●西城学区
●守山学区 ●廿軒家学区 ●白沢学区 ●小幡北学区

人口 75,760人
高齢者人口 19,571人
高齢化率 25.8%

R8年4月1日時点
0.00%

5.00%

10.00%

15.00%

20.00%

25.00%

30.00%

35.00%

0

500

1,000
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2,500

3,000

3,500

4,000

瀬古 二城 鳥羽見 西城 守山 廿軒家 白沢 小幡北

高齢者人口 高齢化率

■■名名古古屋屋市市守守山山区区のの概概要要

• 人口 175,126人
• 高齢者数 43,673 人
• 高齢化率 24.9％
（名古屋市高齢化率25.0％）

R8年4月1日時点
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実践報告3 守山区西部いきいき支援センター

■■地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの深深化化のの為為にに

•高齢化、つながりの希薄化
•地域包括ケアには「人のつながり」が不可欠
→しかし、地域のことを話す機会が少ない

住民や関係機関が気軽につながり
相談や情報交換ができる場が必要
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実践報告3 守山区西部いきいき支援センター

・顔の見える関係づくり
・多職種間のネットワーク構築
・気づきや社会資源の情報共有

■■ 地地域域ケケアア会会議議のの開開催催をを検検討討



-41-

実践報告3 守山区西部いきいき支援センター

•身近なテーマで円滑に交流するため
•地域に関わる人が持つ“生きた情報”を集めるため
•地図で可視化し共通認識とするため
•把握していない多様な社会資源を共有するため
•今後の地域づくりへ活用するため

■■資資源源ママッッププ作作成成をを導導入入ししたた理理由由

■■地地域域ケケアア会会議議開開催催ままででのの手手順順

①地域の特徴を把握
②内容検討
③参加者・会場の選定
④参加者への事前説明・目的の共有
⑤資料準備
⑥進行計画
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実践報告3 守山区西部いきいき支援センター

各学区のコミセンや会館

■■地地域域ケケアア会会議議
【取り組み期間】R5～R7年
【会場】8小学校区ごとに開催

【開催時間】1時間半
【ワークテーマ】まちを見える化しよう

■■開開催催ににああたたっってて

・様々な立場の人が参加する
・遠慮して意見が出ない
・準備をしなければと身構える
・時間が限られている
・個人情報取り扱いの不安
・「課題」を強調したくない
・議論の場ではない
・目的の理解不足
・地図作成だけにならないように

心配だったこと

・題材を工夫
・小グループ化、進行役配置
・特別な準備は不要
・時間配分、ワーク内容を考慮
・ワーク時のルールを提示
・依頼時と会議当日に目的を説明
・場所の確認だけでなく、その場
で行われていることや交流の様子
等についても共有

工夫したこと
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実践報告3 守山区西部いきいき支援センター

■■地地域域ケケアア勉勉強強会会

【日程】R8年3月6日
【会場】守山区役所講堂
【開催時間】2時間
【参加者】各学区地域ケア会議の参加者 70名程度
【内容】金城学院大学看護学部教授による講義、グループワーク
地域ケア体制の構築
①地域ケア会議の成果（マップ作成）を活かし「地域診断」の
観点から課題を整理する。

②資源と課題を「見える化」する方法を学ぶ。

■■鳥鳥羽羽見見学学区区地地域域ケケアア会会議議

医療や福祉が豊富

公園やコミュニティセンターを
中心に多世代交流が活発
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実践報告3 守山区西部いきいき支援センター

ここのの取取りり組組みみはは、、どどのの地地域域ででもも広広げげらられれるる

一一緒緒にに ““つつななががりりののああるる地地域域””をを広広げげてていいききままししょょうう！！

得られた成果
・多職種間の交流
・共通の地域理解
・今後の協働のきっかけ

見えてきた課題
・気軽に相談できる関係性の維持
・ネットワークの拡大
・相互の役割の把握

今後の展開
・継続的な会議の開催
・新たな関係者の参加促進
・テーマの検討
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実践報告3 守山区西部いきいき支援センター

ごご清清聴聴あありりががととううごござざいいままししたた。。
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名古屋市及び名古屋市社会福祉協議会では、長年にわたる「地域支えあい事業」の実施を通して、

地域における支えあい活動の推進に尽力されている方々に対して、長年のご尽力に感謝して感謝状

の贈呈を行っています。 

 
 

【市長感謝（10年以上） 贈呈学区一覧】（敬称略） 
昭和区 御器所学区 

熱田区 高蔵学区 

中川区 八幡学区 

南 区 桜学区 

守山区 大森北学区 

天白区 平針南学区 
 

 

 

 

 

【名古屋市社会福祉協議会会長感謝（5年以上） 贈呈学区一覧】（敬称略） 
港 区 南陽学区 

 

「地域支えあい事業」実施学区への感謝状贈呈のお知らせ 

《令和８年度感謝状贈呈学区の紹介》 
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地下鉄栄駅12番出口から東へ徒歩１分
※参加者用の駐車場はございませんので
　公共交通機関をご利用ください。

アクセス

この事業の財源の一部として「名古屋市福祉基金（地域福祉推進・子育て支援基金）」が使われています。

世代や分野を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っ
ていく地域共生社会の実現を目指し、地域福祉の講演による気づきを得るとともに、地域での交
流や困りごと解決に向けて活動されている方々からの実践報告を通じて具体的な課題解決や取り
組みの手法を学びます。
地域福祉に関心のある皆様のご参加を心よりお待ちしております。

日程

会場

令和８年10月27日㊋
13：30 ～ 16：00 （13：00開場）

中区役所ホール
（中区栄４－１－８　中区役所地下２階）
※集合型とオンライン（YouTubeライブ）の併用で開催します

内容 誰も取り残さないまちへ
～多様なつながりで支える地域福祉～

地域福祉のすゝめ地域福祉のすゝめ

参加無料
300名会場定員

●ふれあい・いきいきサロン活動　実践者
緑区緑学区地域福祉推進協議会
　会長　伊藤　哲男　氏

●地域支えあい活動　実践者
西区大野木学区地域福祉推進協議会　　　
　会長　大塚　春行　氏・副会長　柴田　智一　氏

実践報告

基調講演

博士（社会福祉学）・社会福祉士。
研究テーマは、過疎地域再生、地域

循環型福祉経済、コミュニティワーク、
資源開発　など。
現在、第5次東区地域福祉活動計画

策定委員、長久手市障がい者自立支援
協議会「就労支援モデル開発プロジェ
クト」アドバイザー、愛知県社会福祉
協議会「CSWの諸課題に関する検討
会議委員」などを務めている。

金城学院大学　
デザイン工学部　情報デザイン学科
准教授　橋川　健祐　氏

●孤独・孤立防止につながる支援　実践者
守山区西部いきいき支援センター　　
　社会福祉士　中﨑　未来子　氏・社会福祉士　伊藤　友美　氏

主催：名古屋市・社会福祉法人名古屋市社会福祉協議会

つながり・支えあおう

「多様なつながりが生む孤独・
　　　　　　　　　孤立防止への取り組み」
金城学院大学　デザイン工学部　情報デザイン学科　
准教授　橋川　健祐　氏

栄

栄町

武平通久屋大通大津通

地下鉄
東山線

12
番
出
口

12
番
出
口

地
下
鉄
名
城
線

名
鉄
瀬
戸
線

オアシス21オアシス21

愛知県
美術館
愛知県
美術館

三越三越
セブン
イレブン
セブン
イレブン

バス停
「栄」
バス停
「栄」

中部電力
MIRAI TOWER

中部電力
MIRAI TOWER

中区役所

中区役所
交差点

中区役所
交差点

オンライン受講可
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E-mail

申込・問合せ先

つながり・支えあおう 地域福祉のすゝめ 参加申込書

個人名 団体名・所属 電話番号お住まいの区
または活動区

オンライン
受講希望※団体等に所属の場合は記入

申込締切

※オンライン受講希望の場合は記入欄に〇を付け、Eメールアドレスを記入してください。

E-mail
※オンライン参加の場合は必須

ふりがな

連絡担当者
※団体から複数
　参加の場合

車いす使用の方、手話通訳、要約筆記、介助等が必要な場合は、その旨ご記入ください。

▶地域福祉活動（地域支えあい活動、ふれあい・いきいきサロン活動など）の実践者
▶これから地域福祉活動に参加してみたい方（勤労者など）
▶企業・商店・社会福祉法人・NPO法人・ボランティア団体・協同組合・大学・専門学校の皆さんなど

参加対象者参加対象者

お申し込みについてお申し込みについて
下記の参加申込書をFAX・郵送・Eメールのいずれかでお送りください。Eメールで申し込
む場合はタイトルを「地域福祉のすゝめ申込」とし、参加申込書の内容を記載してください。
※参加申込書に記載された個人情報は、本件開催に関してのみ使用します。

●オンライン視聴希望の方には、参加申込書に記載いただいたEメールアドレスに受講、および資料ダウン
ロードに必要なURL等をお送りいたします。事前申込者に限り、終了後一定期間アーカイブ配信を視聴で
きます。
●会場定員（300名）を超過するお申し込みがあった場合は抽選とし、参加いただけない場合のみご連絡し
ます。

参加ご希望の皆さまへ参加ご希望の皆さまへ

こちらから
メールを
作成できます

令和８年10月９日（金）必着

電話 FAX

社会福祉法人  名古屋市社会福祉協議会

chiiki-s3@nagoya-shakyo.or.jp

052-917-0702052-911-3193
〒462-8558　名古屋市北区清水四丁目17番1号　名古屋市総合社会福祉会館５階
（担当：地域福祉推進部／中島・野々部）
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この事業実施には「名古屋市福祉基金（地域推進・子育て支援基金）」が使われています。 

〒462-8558 

名古屋市北区清水四丁目 17-1 名古屋市総合社会福祉会館５階 

TEL052-911-3193 FAX052-917-0702 

名古屋市社協ホームページ https://www.nagoya-shakyo.jp/ 

（担当：地域福祉推進部） 


